
　

フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
T
G
V
が
、
パ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
東
の

玄
関
口
で
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
結
ぶ
東
線
の
運
行
を
開
始

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
４
時
間
か
か
っ
て
い
た
パ
リ
〜

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
間
の
所
要
時
間
が
２
時
間
20
分
に
短
縮
さ
れ

た
と
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
2
0
0
7
年
６
月
10
日

｜

つ
い
こ

の
間
の
こ
と
だ
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
便
利
に
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

も
っ
と
重
要
な
の
は
、
東
線
の
開
通
に
よ
り
、
T
G
V
と
ド
イ
ツ

の
新
幹
線
I
C
E
の
相
互
乗
り
入
れ
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
６
時
間
か
か
っ
て
い
た
パ
リ
〜
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
間
が
４
時
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
し
ず
め
日

本
な
ら
、
東
京
・
大
阪
間
を
新
幹
線
で
行
き
来
す
る
よ
う
な
感

覚
に
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
飛
行
機
を
使
わ
ず
と
も
、
観
光

は
も
ち
ろ
ん
、
二
国
間
ビ
ジ
ネ
ス
も
日
帰
り
で
O
K
、
帰
り
の

新
幹
線
で
は
ド
イ
ツ
・
ビ
ー
ル
か
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
イ
ン
の
一
杯

で
も
、
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

実
は
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
〜
フ
ラ
ン
ス
間
の
こ
と
だ
け
で
は
な

い
。
い
ま
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）で
は
、
加
入
国
同
士
で
新
幹
線

の
相
互
乗
り
入
れ
を
可
能
に
し
、
自
由
自
在
に
各
国
を
結
ぼ
う

と
い
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ト
ラ
ン
ス
・
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（T

E
N
-T
:T
h
e 

T
ran
s-E
u
rop
ean
 T
ran
sp
ort N

etw
ork
s

）
だ
。T

E
N
-T

計
画
は
鉄
道
だ
け
に
限
ら
な
い
。
通
信
、
放
送
、
郵
便
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
各
国
が
相
互
乗
り
入
れ
を
す
る

こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
全
体
が
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
社
会
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
、
２
０
１
４
年
ま
で
に
30
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
東
線
の
開
通
は
そ
の
手

始
め
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
け
ば
、
利
用
者
に
と
っ
て

ま
す
ま
す
利
便
性
が
増
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
次
々
と

変
化
を
遂
げ
そ
う
な
E
U
の
動
き
に
は
、
し
ば
ら
く
目
が
離
せ

そ
う
に
な
い
。（
談
）

TEN-TによるEU内の一体化が急速に進んでいる。
交通や通信などインフラを一体化することによりEUはどのように変わっていくのだろうか。

法政大学 教授  黒川 和美
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　フィクションを通じて未来を考える
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地球環境に配慮した大豆油インキを使用しています古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用しています

2007年7月31日発行　　発行　東芝エレベータ株式会社　広報室
〒141-0001 東京都品川区北品川6-5-27　電話　（03）5423-3332
URL http: //www.toshiba-elevator.co.jp
E-mail elevator@po.toshiba.co.jp

制作 有限会社イー・クラフト　デザイン 手塚みゆき　印刷 東芝ドキュメンツ株式会社

【表紙解説】

究極の移動装置「どこでもドア」

1969年に藤子不二雄が連載開始した『ドラえもん』は、日本

を代表する漫画である。物語には不思議な道具が数多く登場す

るが、今回の「あなたが乗りたい未来の乗り物」調査で、すべ

ての年代で圧倒的に支持されたのはドラえもんの道具「どこで

もドア」だった。目的地を念じながらドアを開くとその先が目

的地になる究極の移動装置である。また、上位にランクインし

た「タケコプター」が実現すれば、垂直・斜行交通を担うエレ

ベーターやエスカレーターの強力なライバルとなるばかりか、

建築の基本設計を根本から変えてしまうことになるだろう。

 特集●交通と都市の未来形
 フィクションを通じて未来を考える

 あなたが乗りたい
  未来の乗り物

 連載●リニューアル探検隊が行く！

 永芳閣

 連載●防災を科学する

 防火･防災訓練のいま
 防災と都市･交通

 交通の快楽

 ヨーロッパ中を
 自由に結ぶ新幹線
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

東芝エレベータは、国土交通省よりエレベーターのワイヤーロープにお

ける緊急点検の指示を受けまして、弊社が保守点検しているすべてのエ

レベーターのワイヤーロープについて緊急点検を実施しました。

お客さまをはじめ、ご利用者の皆さま、関係各位におかれましては、緊

急点検に際しまして大変なご心配とご迷惑をおかけいたしましたことを

謹んでお詫び申し上げます。

弊社としましては、お客さまやご利用者の皆さまにエレベーターをより

安全・安心・快適にご利用いただくため、今まで以上に品質の向上に尽

力していく所存ですので、ご理解・ご協力をいただきたく、何卒よろし

くお願い申し上げます。

ワイヤーロープの緊急点検実施について 

東芝エレベータでは、お子さまにエレ

ベーターやエスカレーターの正しい乗

り方を学んでいただくためのDVD『エ

レベっち＆ワルべっちの安全でいこ

う！』（文部科学省選定映像）を制作

しました。エレベーターから生まれた

エレベっちとイタズラ好きのワルベっ

ちが登場するこのDVDは、近年増加

するお子さまの事故軽減を目指して制

作されたもので、安全キャンペーンな

どで使用していきます。

新・正しい乗り方教育用DVDを制作

お 知 ら せ

今号の東芝エレベータ広報誌「 F U T U R E  DESIGN」Vol .11 に対するご

感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、防災頭巾になる低反発まくら「優眠ピロー」です。経口毒性・

接触皮膚障害性などの防炎製品認定委員会の毒性検査に合格しています。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2007年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください
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究極の移動装置「どこでもドア」

1969年に藤子不二雄が連載開始した『ドラえもん』は、日本

を代表する漫画である。物語には不思議な道具が数多く登場す

るが、今回の「あなたが乗りたい未来の乗り物」調査で、すべ

ての年代で圧倒的に支持されたのはドラえもんの道具「どこで

もドア」だった。目的地を念じながらドアを開くとその先が目

的地になる究極の移動装置である。また、上位にランクインし

た「タケコプター」が実現すれば、垂直・斜行交通を担うエレ

ベーターやエスカレーターの強力なライバルとなるばかりか、

建築の基本設計を根本から変えてしまうことになるだろう。
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安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

東芝エレベータは、国土交通省よりエレベーターのワイヤーロープにお

ける緊急点検の指示を受けまして、弊社が保守点検しているすべてのエ

レベーターのワイヤーロープについて緊急点検を実施しました。

お客さまをはじめ、ご利用者の皆さま、関係各位におかれましては、緊

急点検に際しまして大変なご心配とご迷惑をおかけいたしましたことを

謹んでお詫び申し上げます。

弊社としましては、お客さまやご利用者の皆さまにエレベーターをより

安全・安心・快適にご利用いただくため、今まで以上に品質の向上に尽

力していく所存ですので、ご理解・ご協力をいただきたく、何卒よろし

くお願い申し上げます。

ワイヤーロープの緊急点検実施について 

東芝エレベータでは、お子さまにエレ

ベーターやエスカレーターの正しい乗

り方を学んでいただくためのDVD『エ

レベっち＆ワルべっちの安全でいこ

う！』（文部科学省選定映像）を制作

しました。エレベーターから生まれた

エレベっちとイタズラ好きのワルベっ

ちが登場するこのDVDは、近年増加

するお子さまの事故軽減を目指して制

作されたもので、安全キャンペーンな

どで使用していきます。

新・正しい乗り方教育用 DVD を制作

江戸時代の交通は、『東海道中膝栗毛』(十返舎一九 )で描かれたように膝を栗毛の馬として人の足で歩くか、

馬に乗るか、船で移動するしかなく、その手段は限られていた。

現代は鉄道などの公共交通機関はもちろんのこと、自転車や自動車などのパーソナル交通から

ビル内交通の手段であるエレベーター、エスカレーター、動く歩道まで、さまざまな交通手段がある。

忘れてはならないのは、もう1つの交通、空想された乗り物である。その中にはすでに実現したものもあれば、

まだ実現していないものもある。

この特集では、現在の乗り物の利用状況を踏まえつつ、都市部と地方、そして年代別にマンガやアニメ、

そしてSFで描かれた空想上の乗り物を通して、未来の乗り物のあり方を考えてみた。

お 知 ら せ

今号の東芝エレベータ広報誌「 F U T U R E  DESIGN」Vol .11 に対するご

感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は、防災頭巾になる低反発まくら「優眠ピロー」です。経口毒性・

接触皮膚障害性などの防炎製品認定委員会の毒性検査に合格しています。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2007年10月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

あなたが乗りたい
未来の乗り物

 特集●交通と都市の未来形
フィクションを通じて未来を考える



あ
な
た
が
過
去
1
年
間
で
利
用
し
た
乗
り
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

グラフ

日
常
生
活
と
現
在

現
在
の
乗
り
物
に
対
す
る
意
識

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
未
来
の
乗

り
物
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
全
国
、

10
代
か
ら
50
〜
60
代
の
男
女
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
。

　

質
問
は
、
前
半
は
主
に
現
在
の
乗
り

物
の
利
用
状
況
と
意
識
に
つ
い
て
、
後

半
は
映
画
や
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
架
空

の
「
未
来
の
乗
り
物
」
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
、
ど
の
乗
り
物

を
知
っ
て
い
る
か
、
実
現
し
た
ら
乗
っ

て
み
た
い
も
の
は
ど
れ
か
を
調
べ
た
。

　

抽
出
サ
ン
プ
ル
は
、
全
国
の
10
代
か

ら
50
〜
60
代
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0

人
ず
つ
、
全
体
で
1
0
0
0
サ
ン
プ
ル

を
調
査
し
た
。

　

具
体
的
な
結
果
を
見
て
み
よ
う
。

Q
1
で
「
所
有
し
て
い
る
乗
り
物
」
を

調
査
し
た
結
果
、
も
っ
と
も
代
表
的
な

乗
り
物
は
「
自
動
車
」
と
「
自
転
車
（
シ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
）」
で
、
こ
れ
以
外
の
乗

り
物
は
オ
ー
ト
バ
イ
と
折
り
た
た
み
自

転
車
が
わ
ず
か
に
20
代
で
10
％
を
超
え

る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
ご
く
わ
ず
か
だ

っ
た
。

　

ま
た
都
市
部
と
地
方
で
の
結
果
の

差
も
顕
著
で
、
都
市
部
は
自
転
車
の

利
用
が
多
く
、
地
方
は
自
動
車
の
利

用
が
多
い
「
車
社
会
」
で
あ
る
。
自

転
車
の
所
有
率
は
、
都
市
部
が
61
％
、

地
方
が
53
.
8
％
。
自
動
車
の
所
有

率
で
は
、
都
市
部
が
５
割
を
切
る
の

に
対
し
て
、
地
方
は
７
割
を
越
え
て

い
た
。

　

利
用
者
の
年
代
別
で
は
、
自
転
車
は

10
代
が
７
割
強
と
突
出
し
て
い
た
。
一

方
、
自
動
車
の
所
有
率
は
、
30
代
・
40

代
・
50
代
で
そ
れ
ぞ
れ
７
割
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

　

Q
２
で
は
、「
過
去
１
年
間
に
乗
っ

た
乗
り
物
」
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
も

自
転
車
と
自
動
車
の
利
用
率
が
高
か
っ

た
が
、
10
代
に
お
け
る
自
転
車
利
用
の

突
出
と
、
地
方
の
車
社
会
の
実
態
が
さ

ら
に
顕
著
に
現
れ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
都

市
部
で
は
、
自
転
車
や
自
動
車
以
外
の

公
共
交
通
の
利
用
率
が
、
地
方
に
比
べ

て
１
〜
２
割
程
度
高
か
っ
た
。

乗
り
物
に
対
す
る
意
識

　

Q
３
で
は「
乗
り
物
に
対
す
る
意
識
」

を
調
査
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
移
動
は

手
軽
に
行
い
た
い
」「
乗
り
物
は
環
境

に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意

見
は
、
都
市
部
・
地
方
と
も
に
６
割
以

上
と
高
い
反
応
が
得
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
地
域
の
交
通
事
情
を
反

映
し
た
差
も
見
ら
れ
た
。
都
市
部
で

は
「
10
分
以
内
の
移
動
は
歩
く
」
と

の
回
答
が
地
方
に
比
べ
て
２
割
ほ
ど

高
く
、
地
方
で
は
「
乗
り
物
を
実
際

に
運
転
す
る
こ
と
が
好
き
だ
」
と
の

回
答
が
都
市
部
よ
り
も
１
割
ほ
ど
高

か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
部
で
は
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
、
列
車
も
し
く
は

徒
歩
が
多
い
の
に
対
し
、
地
方
は
逆
に

自
動
車
に
よ
る
移
動
を
前
提
と
し
た
車

社
会
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Q
２
と
も
重
な
る
結
果
だ
。

　

な
お
「
環
境
へ
の
配
慮
」
に
つ
い
て

は
、
年
代
が
上
に
な
る
ほ
ど
高
い
反
応

が
出
た
。
要
因
に
つ
い
て
確
証
は
な
い

が
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で

さ
ん
ざ
ん
排
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
乗
り

物
に
接
し
て
き
た
、
と
い
う
罪
悪
感
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、「
移
動
手
段
の
手
軽
さ
」
は

若
い
年
代
ほ
ど
反
応
が
高
か
っ
た
。

こ
れ
も
お
そ
ら
く
年
代
間
の
自
動
車

と
の
接
し
方
の
違
い
が
そ
の
ま
ま
結

果
に
出
た
と
言
え
そ
う
だ
。
50
代
は

あ
な
た
が
日
常
で
よ
く
使
う
乗
り
物
は
？

「過去1年間に乗った乗り物」の居住地別利用率

自動車

列車

エレベーター

エスカレーター

バス

タクシー

動く歩道

自転車（シティサイクル）

飛行機

代～

（%）

列車

自動車

エレベーター

エスカレーター

バス

自転車（シティサイクル）

タクシー

動く歩道

飛行機

都市部居住者

（%）

地方居住者

自動車

列車

エレベーター

エスカレーター

バス

自転車（シティサイクル）

タクシー

動く歩道

飛行機

（%）



あ
な
た
が
過
去
1
年
間
で
利
用
し
た
乗
り
物
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

グラフ

1

日
常
生
活
と
現
在
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現
在
の
乗
り
物
に
対
す
る
意
識

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
未
来
の
乗

り
物
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
全
国
、

10
代
か
ら
50
〜
60
代
の
男
女
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
。

　

質
問
は
、
前
半
は
主
に
現
在
の
乗
り

物
の
利
用
状
況
と
意
識
に
つ
い
て
、
後

半
は
映
画
や
ア
ニ
メ
に
登
場
す
る
架
空

の
「
未
来
の
乗
り
物
」
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
、
ど
の
乗
り
物

を
知
っ
て
い
る
か
、
実
現
し
た
ら
乗
っ

て
み
た
い
も
の
は
ど
れ
か
を
調
べ
た
。

　

抽
出
サ
ン
プ
ル
は
、
全
国
の
10
代
か

ら
50
〜
60
代
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0

人
ず
つ
、
全
体
で
1
0
0
0
サ
ン
プ
ル

を
調
査
し
た
。

　

具
体
的
な
結
果
を
見
て
み
よ
う
。

Q
1
で
「
所
有
し
て
い
る
乗
り
物
」
を

調
査
し
た
結
果
、
も
っ
と
も
代
表
的
な

乗
り
物
は
「
自
動
車
」
と
「
自
転
車
（
シ

テ
ィ
サ
イ
ク
ル
）」
で
、
こ
れ
以
外
の
乗

り
物
は
オ
ー
ト
バ
イ
と
折
り
た
た
み
自

転
車
が
わ
ず
か
に
20
代
で
10
％
を
超
え

る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
ご
く
わ
ず
か
だ

っ
た
。

　

ま
た
都
市
部
と
地
方
で
の
結
果
の

差
も
顕
著
で
、
都
市
部
は
自
転
車
の

利
用
が
多
く
、
地
方
は
自
動
車
の
利

用
が
多
い
「
車
社
会
」
で
あ
る
。
自

転
車
の
所
有
率
は
、
都
市
部
が
61
％
、

地
方
が
53
.
8
％
。
自
動
車
の
所
有

率
で
は
、
都
市
部
が
５
割
を
切
る
の

に
対
し
て
、
地
方
は
７
割
を
越
え
て

い
た
。

　

利
用
者
の
年
代
別
で
は
、
自
転
車
は

10
代
が
７
割
強
と
突
出
し
て
い
た
。
一

方
、
自
動
車
の
所
有
率
は
、
30
代
・
40

代
・
50
代
で
そ
れ
ぞ
れ
７
割
以
上
と
な

っ
て
い
る
。

　

Q
２
で
は
、「
過
去
１
年
間
に
乗
っ

た
乗
り
物
」
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
も

自
転
車
と
自
動
車
の
利
用
率
が
高
か
っ

た
が
、
10
代
に
お
け
る
自
転
車
利
用
の

突
出
と
、
地
方
の
車
社
会
の
実
態
が
さ

ら
に
顕
著
に
現
れ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
都

市
部
で
は
、
自
転
車
や
自
動
車
以
外
の

公
共
交
通
の
利
用
率
が
、
地
方
に
比
べ

て
１
〜
２
割
程
度
高
か
っ
た
。

乗
り
物
に
対
す
る
意
識

　

Q
３
で
は「
乗
り
物
に
対
す
る
意
識
」

を
調
査
し
た
。
こ
の
う
ち
、「
移
動
は

手
軽
に
行
い
た
い
」「
乗
り
物
は
環
境

に
配
慮
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
意

見
は
、
都
市
部
・
地
方
と
も
に
６
割
以

上
と
高
い
反
応
が
得
ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
地
域
の
交
通
事
情
を
反

映
し
た
差
も
見
ら
れ
た
。
都
市
部
で

は
「
10
分
以
内
の
移
動
は
歩
く
」
と

の
回
答
が
地
方
に
比
べ
て
２
割
ほ
ど

高
く
、
地
方
で
は
「
乗
り
物
を
実
際

に
運
転
す
る
こ
と
が
好
き
だ
」
と
の

回
答
が
都
市
部
よ
り
も
１
割
ほ
ど
高

か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
部
で
は
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
、
列
車
も
し
く
は

徒
歩
が
多
い
の
に
対
し
、
地
方
は
逆
に

自
動
車
に
よ
る
移
動
を
前
提
と
し
た
車

社
会
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

Q
２
と
も
重
な
る
結
果
だ
。

　

な
お
「
環
境
へ
の
配
慮
」
に
つ
い
て

は
、
年
代
が
上
に
な
る
ほ
ど
高
い
反
応

が
出
た
。
要
因
に
つ
い
て
確
証
は
な
い

が
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ま
で

さ
ん
ざ
ん
排
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
乗
り

物
に
接
し
て
き
た
、
と
い
う
罪
悪
感
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
方
、「
移
動
手
段
の
手
軽
さ
」
は

若
い
年
代
ほ
ど
反
応
が
高
か
っ
た
。

こ
れ
も
お
そ
ら
く
年
代
間
の
自
動
車

と
の
接
し
方
の
違
い
が
そ
の
ま
ま
結

果
に
出
た
と
言
え
そ
う
だ
。
50
代
は

あ
な
た
が
日
常
で
よ
く
使
う
乗
り
物
は
？

　アンケート結果を見る限り、全体的に移動するプロセスに楽しみを見出すと

いうことがなくなって、いかに移動をショートカットするかに注目が集まって

いるようです。『ドラえもん』の「どこでもドア」と「タイムマシン」の人気は、

その表れでしょう。

　日本ではこれまで交通政策全般において、人が移動を楽しむということを度

外視して基盤を作ってきました。このため、移動の目的を限定してしまい、気

ままな旅や街歩きを楽しむ余裕がなくなってきたのでしょう。

　ただし、最近は気ままな移動の楽しみが復活してきている、と思える例も出

てきました。テレビでも、地方に訪ねて行き当たりばったりに家に泊めてもら

うという番組がありますよね。行政面でも、ここ1、2年、「日本風景街道」と

いった政策がようやく出てきました。これは車道とは別に、旧街道を周遊でき

るような道路を考えていこうというもので、分断されていた昔ながらの街道を、

歩行者専用道路でつないだりして復活させようという政策です。

　一方で「タケコプター」のような、１人乗りで他人と接触しない乗り物が人

気です。未来の乗り物をもう少し現状に即して想像してみると、例えば2シー

トの自動車やセグウェイのような、よりパーソナルな乗り物が主流になると予

想できます。現在、日本の１世帯当たりの家族の人数は2.6～2.7人程度で、

今後さらに下がって行くことが予想されています。かつてマイカーなどと呼ば

れた自動車のように「家族」を単位にしてきた乗り物も、より小型で個人的な

利用に変わっていくと考えられます。

　今後の都市交通や交通機関も、旅や街歩きのように、人間の気まぐれな欲望

を満たす方向で作られていくべきでしょう。また、国民のニーズもその方向に

向かっていると思います。そのためには、社会インフラの整備や規制と、それ

を補うソフトウェア技術の両面が課題になっていると思います。

居住地や世代で乗り物に対する付き合い方はどう変わってきたのか。
都市ジャーナリストで交通に詳しい森野氏に、アンケート結果を見て
コメントをいただいた。

「移動の楽しみ」を取り戻すために

「過去1年間に乗った乗り物」の居住地別利用率
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73.3
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90.8
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75.2

74.8

68.9
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54.4
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90.8
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58.3

52.9

32.5

自動車

列車

エレベーター

エスカレーター

バス
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動く歩道

自転車（シティサイクル）

飛行機

90.3

83.0

78.2

77.2

77.2

67.0

54.9

49.5

34.5

ま
さ
に
日
本
に
お
け
る
自
動
車
の
普

及
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
世
代
で
、

大
人
に
な
っ
て
自
分
が
運
転
で
き
る
よ

う
に
な
る
楽
し
み
を
知
っ
た
世
代
で
あ

る
。
逆
に
そ
れ
よ
り
も
若
い
世
代
は
、

車
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
家
に
あ
り
、

交
通
機
関
も
整
っ
て
い
て
、
自
分
で
何

も
運
転
し
な
く
て
も
生
活
で
き
て
し
ま

う
。
す
る
と
、
自
動
車
よ
り
も
気
軽
に

移
動
で
き
る
公
共
交
通
機
関
の
方
が
手

軽
で
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
は
当

然
だ
ろ
う
。

10代 20代 30代 40代 50代～

「過去1年間に乗った乗り物」の年代別利用率

（%）（%）（%）（%）（%）
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森野美徳 MORINO Yoshinori
都市ジャーナリスト。1972 年に日本経済新聞社に入社後、地方部編集委員な
どを務める。2001 年に独立し、日経広告研究所主席研究員などを兼務。
著書に「都市の未来」（共著、日本経済新聞社、2003 年）、「織部の精神」（編
著、日本経済新聞社、2004 年）、「地域交通の未来」（日経 BP 社、2006 年）
などがある。専門は都市政策と地域経済、国土計画。



●公共交通
エレカ『機動戦士ガンダム』、軌道エ
レベーター、機関車トーマス『機関車
トーマス（汽車のえほん2）』、チュー
ブ（『鉄腕アトム』など）、地底貫通列
車『地底国の怪人』、シャトル『2001
年宇宙の旅』
●個人交通
メーヴェ『風の谷のナウシカ』、エア
カー（『宇宙家族ジェットソンズ』な
ど）、
デロリアン『バック・トゥ・ザ・フュー
チャー』、エアボード『バック・トゥ・
ザ・フューチャー』、タケコプター『ド
ラえもん』、どこでもドア『ドラえもん』
タイムマシン『ドラえもん』、フラッ

プター『天空の城ラピュタ』、傘『メ
アリー・ポピンズ』、魔法のほうき、
魔法のじゅうたん、ボンドカー『007』、
ナイト2000『ナイトライダー』、円
盤（UFOなど）、流星号『未来から
きた少年 スーパージェッター』、金田
のバイク『AKIRA』、タイヤ『W3』、
バトル・ホーク（バイク）『ふたり鷹』
●ロボット
マジンガーZ『マジンガーZ』、ガン
ダム（モビルスーツ）『機動戦士ガン
ダム』、
パトレイバー『機動警察パトレイ
バー』、エヴァンゲリオン『新世紀エ
ヴァンゲリオン』、鉄人『鉄人28号』、
ゲッターロボ『ゲッターロボ』、バト

ロイド『時空要塞マクロス』、アー
マードトルーパー『装甲騎兵ボトム
ズ』、タチコマ『攻殻機動隊』、トラン
スフォーマー『トランスフォーマー』、
パワーローダー『エイリアン2』
●宇宙船
宇宙戦艦ヤマト『宇宙戦艦ヤマト』、
エンタープライズ『スタートレック』、
ホワイトベース『ガンダム』、マクロ
ス『超時空要塞マクロス』、機動戦艦
ナデシコ『機動戦艦ナデシコ』、ミレ
ニアム・ファルコン『スターウォーズ』、 
Ｘウィング『スターウォーズ』、 銀河
鉄道『銀河鉄道999』
●潜水艦
707『サブマリン707』、ノーチラス

号『海底二万哩』、レッド・オクトーバー
『レッド・オクトーバーを追え』
●動物
チョコボ『ファイナルファンタジーシ
リーズ』、ネコバス『となりのトトロ』、
ヤックル『もののけ姫』、ドラゴン（架
空生物）
●その他
イージス艦「いそかぜ」『亡国のイー
ジス』、飛空挺『ファイナルファンタ
ジー』、  サンダーバード1号『サン
ダーバード』、ガラスの大エレベーター
『チャーリーとチョコレート工場』、轟
天号『海底軍艦』、グラタン『不思議
の海のナディア』、  ジェットモグラ『サ
ンダーバード』

下
記
の「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る
」
乗
り
物
の
う
ち
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い
る

も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い（
認
知
率
上
位
10
を
掲
載
）。
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サンダーバード1号

ネコバス

どこでもドア

タイムマシン
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エアカー

タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベーター

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

代 代 代 代 代～

（%）

■90％以上が認知　■70％以上が認知　■50％以上が認知

グラフ

空
想
世
界
と
未
来

あ
な
た
が
望
む
未
来
の
乗
り
物
は
？

映
画
・
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
た

架
空
の
乗
り
物

　

Q
４
で
は
、
映
画
や
ア
ニ
メ
に
登
場

す
る
「
架
空
の
乗
り
物
（
移
動
手
段
）」

の
認
知
度
を
調
査
し
た
（
グ
ラ
フ
2
）。

作
品
と
乗
り
物
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら

現
在
に
至
る
各
年
代
か
ら
選
ば
れ
た
。

　

例
え
ば
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』

に
出
て
き
た
「
シ
ャ
ト
ル
」
と
い
う
乗

り
物
は
、
年
代
が
上
に
行
く
ほ
ど
認
知

度
が
高
か
っ
た
。
一
方
、「
機
関
車
ト
ー

マ
ス
」
は
、
50
代
を
除
く
す
べ
て
の
世

代
で
８
割
以
上
の
認
知
度
だ
っ
た
。

　

ど
の
年
代
で
も
ト
ッ
プ
の
認
知
度
を

誇
っ
た
の
は
、『
ド
ラ
え
も
ん
』
に
登

場
す
る
「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」「
ど
こ
で
も

ド
ア
」「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」
な
ど
の
道
具

で
あ
る
。
こ
れ
は
50
代
、
40
代
で
も
、

親
子
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を
一
緒
に
観
て

い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
な
ど
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
系
は
幅
広
い
年
代
に
認

知
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。「
鉄

人
28
号
」
や
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」（
図

１
）
な
ど
、
何
度
も
リ
バ
イ
バ
ル
し
た

り
、
長
期
間
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
た

も
の
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

　

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
他
の
パ
タ
ー

ン
で
は
、
年
代
に
よ
る
認
知
度
の
差
が

は
っ
き
り
出
て
い
る
。『
サ
ブ
マ
リ
ン

７
０
７
』
の
潜
水
艦
「
７
０
７
」
や
『
未

来
か
ら
き
た
少
年 

ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ

タ
ー
』
の
「
流
星
号
」（
図
２
）
は
ほ
と

ん
ど
上
の
世
代
に
し
か
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、『A

K
IR
A

』
の
「
金
田
の
バ
イ
ク
」

（
20
代
・
30
代
）、「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」
や
「
ガ

ン
ダ
ム
」（
図
３
）（
30
代
・
40
代
）
も
認

知
さ
れ
る
年
代
の
幅
が
狭
か
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
年
代
差
は
、
各

年
代
の
「
未
来
の
乗
り
物
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
強
い
影
響
を
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

代～

▼

図1　宇宙戦艦ヤマト（『宇宙戦艦ヤマト』）
1945年に海没した戦艦「大和」を改造して作られた宇宙戦艦。（画像提供：©東北新社）
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ト
を
通
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て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
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有
効
回
答
件
数
は
計
1
0
0
0
人
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高
校
生
以
上
10
代
2
0
0
人
、
20
代
2
0
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、
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0
人
。
各
年
代
と
も
男
女
1
0
0
人
ず
つ
）。
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▼

図 2　流星号（『未来からきた少年 スーパージェッター』）
タイムマシン兼飛行機械。マッハ15で飛行し、水中活動も可
能なタイムマシン・電子頭脳を備えている。（画像提供：©TBS）



●公共交通
エレカ『機動戦士ガンダム』、軌道エ
レベーター、機関車トーマス『機関車
トーマス（汽車のえほん2）』、チュー
ブ（『鉄腕アトム』など）、地底貫通列
車『地底国の怪人』、シャトル『2001
年宇宙の旅』
●個人交通
メーヴェ『風の谷のナウシカ』、エア
カー（『宇宙家族ジェットソンズ』な
ど）、
デロリアン『バック・トゥ・ザ・フュー
チャー』、エアボード『バック・トゥ・
ザ・フューチャー』、タケコプター『ド
ラえもん』、どこでもドア『ドラえもん』
タイムマシン『ドラえもん』、フラッ

プター『天空の城ラピュタ』、傘『メ
アリー・ポピンズ』、魔法のほうき、
魔法のじゅうたん、ボンドカー『007』、
ナイト2000『ナイトライダー』、円
盤（UFOなど）、流星号『未来から
きた少年 スーパージェッター』、金田
のバイク『AKIRA』、タイヤ『W3』、
バトル・ホーク（バイク）『ふたり鷹』
●ロボット
マジンガーZ『マジンガーZ』、ガン
ダム（モビルスーツ）『機動戦士ガン
ダム』、
パトレイバー『機動警察パトレイ
バー』、エヴァンゲリオン『新世紀エ
ヴァンゲリオン』、鉄人『鉄人28号』、
ゲッターロボ『ゲッターロボ』、バト

ロイド『時空要塞マクロス』、アー
マードトルーパー『装甲騎兵ボトム
ズ』、タチコマ『攻殻機動隊』、トラン
スフォーマー『トランスフォーマー』、
パワーローダー『エイリアン2』
●宇宙船
宇宙戦艦ヤマト『宇宙戦艦ヤマト』、
エンタープライズ『スタートレック』、
ホワイトベース『ガンダム』、マクロ
ス『超時空要塞マクロス』、機動戦艦
ナデシコ『機動戦艦ナデシコ』、ミレ
ニアム・ファルコン『スターウォーズ』、 
Ｘウィング『スターウォーズ』、 銀河
鉄道『銀河鉄道999』
●潜水艦
707『サブマリン707』、ノーチラス

号『海底二万哩』、レッド・オクトーバー
『レッド・オクトーバーを追え』
●動物
チョコボ『ファイナルファンタジーシ
リーズ』、ネコバス『となりのトトロ』、
ヤックル『もののけ姫』、ドラゴン（架
空生物）
●その他
イージス艦「いそかぜ」『亡国のイー
ジス』、飛空挺『ファイナルファンタ
ジー』、  サンダーバード1号『サン
ダーバード』、ガラスの大エレベーター
『チャーリーとチョコレート工場』、轟
天号『海底軍艦』、グラタン『不思議
の海のナディア』、  ジェットモグラ『サ
ンダーバード』
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下
記
の「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る
」
乗
り
物
の
う
ち
、
あ
な
た
が
知
っ
て
い
る

も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い（
認
知
率
上
位
10
を
掲
載
）。

■70％以上が希望　■50％以上が希望　■乗ってみたいエレベータでポイントが最も高い

下記の乗り物のうち、あなたが「ぜひ乗ってみたい」と思う乗り物を教えてください。

0.0. 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

どこでもドア

タイムマシン

車型タイムマシン

エアカー

タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベータ

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

73.3

64.1

59.2

62.6

47.6

46.1

53.9

42.2

42.7

40.8

42.2

41.3

41.7

37.4

85.0

乗
っ
て
み
た
い
未
来
の
乗
り
物

　

最
後
に
、
Q
５
で
は
前
述
の
「
架
空

の
乗
り
物
」
の
う
ち
乗
っ
て
み
た
い
と

思
う
乗
り
物
を
２
つ
、
Q
６
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
乗
り
物
に
つ
い
て
「
乗
っ
て
み

た
い
」
度
合
い
を
調
査
し
た
（
グ
ラ
フ

３
）。

　

全
年
代
で
も
っ
と
も
人
気
が
高
か
っ

た
乗
り
物
・
移
動
手
段
は
、「
ど
こ
で

も
ド
ア
」
で
、そ
の
他
「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」

「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」
な
ど
、『
ド
ラ
え
も

ん
』
の
道
具
は
軒
並
み
認
知
度
も
人
気

も
高
か
っ
た
。
た
だ
し
、
年
代
に
よ
っ

て
微
妙
な
違
い
も
見
ら
れ
、例
え
ば
「
ど

こ
で
も
ド
ア
」
は
10
代
か
ら
40
代
ま
で

で
は
８
割
以
上
の
人
気
だ
が
、
50
代
で

は
67
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
的
な
要
素
を
含
む

も
の
も
年
代
に
よ
る
人
気
の
差
が
激
し

い
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
風
の「
エ
ア
ボ
ー

ド
」（
映
画
『
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
』）
は
、
10
代
、
20
代
で
は
５
割

強
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
よ
り
上
だ
と
２
、３

割
の
人
気
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
ハ
ン
グ

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
「
メ
ー
ヴ
ェ
」

（
ア
ニ
メ
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』）
も
、

若
い
年
代
を
含
め
て
意
外
に
人
気
が
低

か
っ
た
。

　

似
た
よ
う
な
乗
り
物
で
も
、
年
代

に
よ
っ
て
目
的
地
に
対
す
る
好
み
の

違
い
が
現
れ
た
例
も
あ

る
。
同
じ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
も
、
10
代
の
場
合
に

は
「
超
々
高
層
展
望
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
」
で
高
い

と
こ
ろ
へ
、
20
代
・
30

代
の
場
合
は
「
深
海
観

光
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
で

海
の
底
へ
行
き
た
い
と

い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
40
代
で
は
、
宇
宙

空
間
へ
と
延
び
る
「
軌

道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
の

人
気
が
高
く
、
50
代
で

は
、
他
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
人
気
が
２
割
程
度
の

と
こ
ろ
、「
深
海
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」
だ
け
が
３
割
以
上
の
人
気

を
示
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、
未
来
の
乗
り
物
に

対
す
る
期
待
は
若
い
年
代
の
方
が
高
い

と
い
う
結
果
が
出
た
。
ま
た
「
ど
こ
で

も
ド
ア
」
の
よ
う
な
„
気
軽
に
移
動
で

き
る
も
の“
の
人
気
が
特
に
高
く
、
公

共
交
通
よ
り
も
パ
ー
ソ
ナ
ル
ユ
ー
ス
の

乗
り
物
の
方
が
人
気
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

年
代
に
よ
っ
て
な
じ
み
深
い
「
乗
り

物
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ま
ざ
ま
。
今
後

は
ど
ん
な
空
想
が
未
来
を
作
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
か
。

どこでもドア

タイムマシン

車型タイムマシン

エアカー

タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベーター

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

68.9

58.7

59.7

56.3

55.8

44.7

39.8

45.6

39.3

39.8

39.8

37.4

35.9

35.9

84.0

0.0. 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

どこでもドア

タイムマシン

車型タイムマシン

エアカー

タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベーター

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

72.3

65.5

52.9

50.5

50.0

36.4

32.5

33.0

38.8

36.9

37.9

37.4

34.0

35.4

81.1

0.0. 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

どこでもドア

タケコプター

タイムマシン

きかんしゃトーマス

ネコバス

宇宙戦艦ヤマト

銀河鉄道

ガンダム

チョコボ

ドラゴン

どこでもドア

タケコプター

タイムマシン

ネコバス

きかんしゃトーマス

宇宙戦艦ヤマト

銀河鉄道

ガンダム

鉄人28号

チョコボ

どこでもドア

タイムマシン

タケコプター

宇宙戦艦ヤマト

銀河鉄道

きかんしゃトーマス

ガンダム

鉄人28号

ネコバス

マジンガーZ

宇宙戦艦ヤマト

どこでもドア

タケコプター

銀河鉄道

タイムマシン

きかんしゃトーマス

マジンガーZ

鉄人28号

ガンダム

ネコバス

宇宙戦艦ヤマト

タケコプター

鉄人28号

どこでもドア

銀河鉄道

タイムマシン

魔法のほうき

きかんしゃトーマス

サンダーバード1号

ネコバス

58.7

55.3

50.0

35.9

46.1

31.1

23.3

24.3

29.6

30.1

23.3

23.3

21.4

23.8

67.0
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タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベーター

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

どこでもドア

タイムマシン

車型タイムマシン

エアカー

タケコプター

銀河鉄道

メ－ヴェ

エアボード

モビルスーツ

シャトル

深海観光エレベーター

チューブ

軌道エレベーター

超々高層展望エレベーター

地中観光エレベーター

73.8

55.8

66.0

67.5

41.3

45.1

51.0

45.1

37.9

38.3

39.8

30.6

35.9

34.5
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■90％以上が認知　■70％以上が認知　■50％以上が認知

グラフ

2

グラフ

3

空
想
世
界
と
未
来

あ
な
た
が
望
む
未
来
の
乗
り
物
は
？

映
画
・
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
た

架
空
の
乗
り
物

　

Q
４
で
は
、
映
画
や
ア
ニ
メ
に
登
場

す
る
「
架
空
の
乗
り
物
（
移
動
手
段
）」

の
認
知
度
を
調
査
し
た
（
グ
ラ
フ
2
）。

作
品
と
乗
り
物
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら

現
在
に
至
る
各
年
代
か
ら
選
ば
れ
た
。

　

例
え
ば
『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』

に
出
て
き
た
「
シ
ャ
ト
ル
」
と
い
う
乗

り
物
は
、
年
代
が
上
に
行
く
ほ
ど
認
知

度
が
高
か
っ
た
。
一
方
、「
機
関
車
ト
ー

マ
ス
」
は
、
50
代
を
除
く
す
べ
て
の
世

代
で
８
割
以
上
の
認
知
度
だ
っ
た
。

　

ど
の
年
代
で
も
ト
ッ
プ
の
認
知
度
を

誇
っ
た
の
は
、『
ド
ラ
え
も
ん
』
に
登

場
す
る
「
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
」「
ど
こ
で
も

ド
ア
」「
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」
な
ど
の
道
具

で
あ
る
。
こ
れ
は
50
代
、
40
代
で
も
、

親
子
で
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を
一
緒
に
観
て

い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
な
ど
、

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
系
は
幅
広
い
年
代
に
認

知
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
。「
鉄

人
28
号
」
や
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」（
図

１
）
な
ど
、
何
度
も
リ
バ
イ
バ
ル
し
た

り
、
長
期
間
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
た

も
の
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

　

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
他
の
パ
タ
ー

ン
で
は
、
年
代
に
よ
る
認
知
度
の
差
が

は
っ
き
り
出
て
い
る
。『
サ
ブ
マ
リ
ン

７
０
７
』
の
潜
水
艦
「
７
０
７
」
や
『
未

来
か
ら
き
た
少
年 

ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ

タ
ー
』
の
「
流
星
号
」（
図
２
）
は
ほ
と

ん
ど
上
の
世
代
に
し
か
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、『A

K
IR
A

』
の
「
金
田
の
バ
イ
ク
」

（
20
代
・
30
代
）、「
マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
」
や
「
ガ

ン
ダ
ム
」（
図
３
）（
30
代
・
40
代
）
も
認

知
さ
れ
る
年
代
の
幅
が
狭
か
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
年
代
差
は
、
各

年
代
の
「
未
来
の
乗
り
物
」
の
イ
メ
ー

ジ
に
強
い
影
響
を
持
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。

10代 20代 30代 40代 50代～

▼

図1　宇宙戦艦ヤマト（『宇宙戦艦ヤマト』）
1945年に海没した戦艦「大和」を改造して作られた宇宙戦艦。（画像提供：©東北新社）
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年
6
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中
旬
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
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。

有
効
回
答
件
数
は
計
1
0
0
0
人

（
高
校
生
以
上
10
代
2
0
0
人
、
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代
2
0
0
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2
0
0
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、
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2
0
0
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、
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0
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代
と
も
男
女
1
0
0
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ず
つ
）。

調
査
協
力

：

株
式
会
社
マ
ク
ロ
ミ
ル

▼

図3　ガンダム (『機動戦士ガンダム』）
20mサイズの人型機械。走る・持ち上げる・握るなど、人
間が持つ機能を機械で拡大することで、高速な移動や強大
な力を実現する。（画像提供：サンライズ）

▼

図 2　流星号（『未来からきた少年 スーパージェッター』）
タイムマシン兼飛行機械。マッハ15で飛行し、水中活動も可
能なタイムマシン・電子頭脳を備えている。（画像提供：©TBS）



永瀬　唯
NAGASE Tadashi

1952年生まれ。技術文
化史、ＳＦ史を中心に評
論活動。『欲望の未来』（水
声社）、『肉体のヌートピ
ア』（青弓社）ほか。

　
フランスの風刺作家アルベール・ロビダによる近未来小説
『20世紀』（Le Vingtieme Siecle, 1883）の表紙。

パ
ー
ソ
ナ
ル
な„
空
の
自
転
車“

　

１８
世
紀
末
か
ら
２０
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
登
場
し
た
交
通
機
関
を
考
え
る
と
き
、

鍵
に
な
る
の
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」
と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
と
い
う
視
点
で
す
。

　

歴
史
上
で
主
流
と
な
っ
た
の
は
、「
社
会
化
さ
れ
た
乗
り
物
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）」
と
し

て
の
鉄
道
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
辻
馬
車
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
小
さ
く

て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
乗
り
物
の
元
祖
と
し
て
、
1
8
8
0
年
代
に
自
転
車
が
ブ
ー
ム
と

な
り
、
続
い
て
自
家
用
自
動
車
が
登
場
し
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
人
気
が
高
か
っ
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
「
タ
ケ
コ

プ
タ
ー
」
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
空
の
乗
り
物
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
空
の
乗
り

物
は
、
１９
世
紀
末
か
ら
２０
世
紀
を
通
し
て
、
常
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
１９
世
紀
末
の
風
刺
作
家
で
あ
る
ロ
ビ
ダ
の
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、
恋
人
同
士
が

ま
さ
に
「
空
の
自
転
車
」
の
よ
う
な
乗
り
物
に
乗
っ
て
空
中
で
デ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

想

像

の

乗

り

物

の

歴

史

と

未

来

移

動

の

自

由

　

こ
の
絵
は
、
１
９
７
０
年
４
月
に
発

行
さ
れ
た
『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
の

「
大
図
解
シ
リ
ー
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
た

自
動
車
専
用
の
動
く
歩
道
で
あ
る
。

　

高
架
式
の
片
道
2
車
線
と
思
わ
れ
る

広
い
道
路
の
中
央
を
、
自
動
車
を
何
台

も
載
せ
た
巨
大
な
移
動
パ
レ
ッ
ト
が
動

い
て
い
る
。
１
つ
の
パ
レ
ッ
ト
に
は
10

〜
12
台
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
動
力

は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　

解
説
文
で
は
、　
「
車
は
必
要
な
と
こ
ろ

で
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
輸
送
中
は
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
止

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事
故
や
排
気
ガ

ス
、
騒
音
の
問
題
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

と
あ
り
、
当
時
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
た
自
動
車
に
よ
る
排
ガ
ス
汚
染
を
考

慮
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

な
つ
か
し
い
未
来

「
未
来
世
界
」の
夢
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
？

出典：『リミックス 少年マガジン大図解 第 1巻』（講談社）1970年 4月19日第17号掲載「交通は爆発する」P.166
　　　文・資料：岡並木　絵：金森達
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パ
ー
ソ
ナ
ル
な„
空
の
自
転
車“

　

１８
世
紀
末
か
ら
２０
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
登
場
し
た
交
通
機
関
を
考
え
る
と
き
、

鍵
に
な
る
の
は
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
」
と
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
と
い
う
視
点
で
す
。

　

歴
史
上
で
主
流
と
な
っ
た
の
は
、「
社
会
化
さ
れ
た
乗
り
物
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
）」
と
し

て
の
鉄
道
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
辻
馬
車
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
一
方
で
、
小
さ
く

て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
乗
り
物
の
元
祖
と
し
て
、
1
8
8
0
年
代
に
自
転
車
が
ブ
ー
ム
と

な
り
、
続
い
て
自
家
用
自
動
車
が
登
場
し
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
人
気
が
高
か
っ
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の
「
タ
ケ
コ

プ
タ
ー
」
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
空
の
乗
り
物
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た
空
の
乗
り

物
は
、
１９
世
紀
末
か
ら
２０
世
紀
を
通
し
て
、
常
に
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
１９
世
紀
末
の
風
刺
作
家
で
あ
る
ロ
ビ
ダ
の
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
に
、
恋
人
同
士
が

ま
さ
に
「
空
の
自
転
車
」
の
よ
う
な
乗
り
物
に
乗
っ
て
空
中
で
デ
ー
ト
を
楽
し
ん
で

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

想

像

の

乗

り

物

の

歴

史

と

未

来

移

動

の

自

由

　

こ
の
絵
は
、
１
９
７
０
年
４
月
に
発

行
さ
れ
た
『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
の

「
大
図
解
シ
リ
ー
ズ
」
に
掲
載
さ
れ
た

自
動
車
専
用
の
動
く
歩
道
で
あ
る
。

　

高
架
式
の
片
道
2
車
線
と
思
わ
れ
る

広
い
道
路
の
中
央
を
、
自
動
車
を
何
台

も
載
せ
た
巨
大
な
移
動
パ
レ
ッ
ト
が
動

い
て
い
る
。
１
つ
の
パ
レ
ッ
ト
に
は
10

〜
12
台
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
、
動
力

は
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
を
想
定
し
て
い
る
。

　

解
説
文
で
は
、　
「
車
は
必
要
な
と
こ
ろ

で
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
輸
送
中
は
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
止

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事
故
や
排
気
ガ

ス
、
騒
音
の
問
題
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

と
あ
り
、
当
時
、
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
た
自
動
車
に
よ
る
排
ガ
ス
汚
染
を
考

慮
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

１
９
５
０
年
代
に
は
米
軍
が
偵
察
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
、
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
の

よ
う
に
小
型
で
垂
直
離
着
陸
が
可
能
な
「
フ
ラ
イ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
研

究
し
ま
し
た
が
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
民
生
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
空
の
世
界
に
関
し
て
は
現
在
で
も
技
術
の
限
界
が
あ
り
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
な
乗
り
物
は
い
ま
だ
に
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
人
も
子
供
も
、「
空
飛
ぶ
自

転
車
」
的
な
も
の
を
理
想
と
し
て
求
め
続
け
て
い
る
の
は
事
実
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

タ
ケ
コ
プ
タ
ー
の
人
気
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
自
転
車
的
な
気
軽
さ
を
飛
行
機
の
世
界
で
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
の

は
、
ウ
ィ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
と
か
ウ
ル
ト
ラ
ラ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
、
非
常
に
小
さ
い
、

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
的
な
飛
行
機
で
し
ょ
う
。
ラ
イ
ト
兄
弟
の
飛
行
機
が
箱
形
の
凧
の

よ
う
な
形
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
飛
行
機
の
技
術
に
は
、
流
線
型

で
重
量
と
速
度
の
あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
に
軽
量
で
自
転
車
的
な
も
の
と

の
２
つ
の
系
統
が
あ
り
ま
す
。

自
由
自
在
な
交
通
機
関

　

一
方
、
社
会
化
さ
れ
た
乗
り
物
の
方
で
も
、
イ
ン
フ
ラ
に
組
み
込
ま
れ
た
乗
り
物

な
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
と
い
う
区
別
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
社
会
化
さ

れ
た
乗
り
物
の
代
表
で
あ
る
鉄
道
に
対
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、

動
く
歩
道
な
ど
は
、
よ
り
気
軽
な
乗
り
物
だ
と
言
え
ま
す
。

　

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
待
た
な
け
れ
ば
乗
れ
な
い
鉄
道
に
対
し
て
、
使
う
人
が
意

識
せ
ず
に
自
由
に
乗
れ
る
の
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
す
。
移
動
効
率
で
は
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
よ
り
劣
る
は
ず
で
す
が
、心
理
的
に
は
「
待
ち
時
間
」
が
な
い
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
よ
ね
。
こ
こ
に
も
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
乗
り
た

い
、
と
い
う
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
欲
望
が
背
景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
鉄
道
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
ご
の
中
に
何
人
か
の
人

を
乗
せ
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
乗
り
物
で
す
。
S
F
作
品
の
中
で
有
名
な
の
は
、

『
ス
タ
ー
ト
レ
ッ
ク
』
に
出
て
く
る
、
上
下
左
右
に
自
由
に
動
く
自
律
型
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
し
ょ
う
。
技
術
的
に
ま
だ
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
も
し
実
現
す
れ
ば
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
理
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

社
会
化
さ
れ
た
乗
り
物
か
ら
、
自
転
車
に
近
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
乗
り
物
へ
。
ま
た

イ
ン
フ
ラ
埋
め
込
み
型
で
も
、「
自
由
に
乗
れ
る
」
と
い
う
感
覚
を
持
た
せ
て
く

れ
る
乗
り
物
へ
。
さ
ら
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
乗
り
物
の
究
極
と
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は

「
乗
り
物
兼
住
居
」
み
た
い
な
空
間
が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
人
間
に
は
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」
や
「
銀
河
鉄
道
9
9
9
」
の
よ
う
な

巨
大
で
い
さ
ま
し
い
乗
り
物
へ
の
憧
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
両
極
が
、
人
間
に

と
っ
て
の
夢
の
乗
り
物
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
つ
か
し
い
未
来

「
未
来
世
界
」の
夢
の
交
通
シ
ス
テ
ム
は
？

出典：『リミックス 少年マガジン大図解 第 1巻』（講談社）1970年 4月19日第17号掲載「交通は爆発する」P.166
　　　文・資料：岡並木　絵：金森達



　

フ
ラ
ン
ス
の
新
幹
線
T
G
V
が
、
パ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
東
の

玄
関
口
で
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
結
ぶ
東
線
の
運
行
を
開
始

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
４
時
間
か
か
っ
て
い
た
パ
リ
〜

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
間
の
所
要
時
間
が
２
時
間
20
分
に
短
縮
さ
れ

た
と
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
2
0
0
7
年
６
月
10
日

｜

つ
い
こ

の
間
の
こ
と
だ
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
便
利
に
な
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

も
っ
と
重
要
な
の
は
、
東
線
の
開
通
に
よ
り
、
T
G
V
と
ド
イ
ツ

の
新
幹
線
I
C
E
の
相
互
乗
り
入
れ
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
６
時
間
か
か
っ
て
い
た
パ
リ
〜
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
間
が
４
時
間
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
し
ず
め
日

本
な
ら
、
東
京
・
大
阪
間
を
新
幹
線
で
行
き
来
す
る
よ
う
な
感

覚
に
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
飛
行
機
を
使
わ
ず
と
も
、
観
光

は
も
ち
ろ
ん
、
二
国
間
ビ
ジ
ネ
ス
も
日
帰
り
で
O
K
、
帰
り
の

新
幹
線
で
は
ド
イ
ツ
・
ビ
ー
ル
か
フ
ラ
ン
ス
・
ワ
イ
ン
の
一
杯

で
も
、
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　

実
は
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
〜
フ
ラ
ン
ス
間
の
こ
と
だ
け
で
は
な

い
。
い
ま
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）で
は
、
加
入
国
同
士
で
新
幹
線

の
相
互
乗
り
入
れ
を
可
能
に
し
、
自
由
自
在
に
各
国
を
結
ぼ
う

と
い
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ト
ラ
ン
ス
・
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（T

E
N
-T
:T
h
e 

T
ran
s-E
u
rop
ean
 T
ran
sp
ort N

etw
ork
s

）
だ
。T

E
N
-T

計
画
は
鉄
道
だ
け
に
限
ら
な
い
。
通
信
、
放
送
、
郵
便
シ
ス
テ

ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
各
国
が
相
互
乗
り
入
れ
を
す
る

こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
全
体
が
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
社
会
に
向
け
て
動
き
始

め
て
い
る
。
こ
の
計
画
で
は
、
２
０
１
４
年
ま
で
に
30
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
東
線
の
開
通
は
そ
の
手

始
め
と
い
う
わ
け
だ
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
け
ば
、
利
用
者
に
と
っ
て

ま
す
ま
す
利
便
性
が
増
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
次
々
と

変
化
を
遂
げ
そ
う
な
E
U
の
動
き
に
は
、
し
ば
ら
く
目
が
離
せ

そ
う
に
な
い
。（
談
）

TEN-TによるEU内の一体化が急速に進んでいる。
交通や通信などインフラを一体化することによりEUはどのように変わっていくのだろうか。

法政大学 教授  黒川 和美



日
本
一
の
魚
が
食
べ
ら
れ
る
魚
め
ぐ
り
の
宿

　

能
登
半
島
の
玄
関
口
に
あ
り
富
山
湾
を
望
む
氷
見
市
は
、
寒

ブ
リ
を
は
じ
め
魚
が
お
い
し
い
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
氷
見
浜
の
魚
を
中
心
と
し
た
手
作
り
料
理
で
人
気
の
宿
が

「
永
芳
閣
」
だ
。
１
９
３
７
年
創
業
、
70
年
の
歴
史
を
持
つ
老

舗
旅
館
で
あ
る
。
３
代
目
女
将
の
平
田
淑
江
さ
ん
は
語
る
。

　
「
氷
見
の
魚
は
日
本
一
。
こ
こ
で
は
１
年
中
い
ろ
い
ろ
な
魚

が
楽
し
め
ま
す
。
そ
の
た
め
„
魚
め
ぐ
り
の
宿　

永
芳
閣“
と

名
付
け
た
の
で
す
。『
お
い
し
か
っ
た
、
来
て
よ
か
っ
た
』
と

思
え
る
よ
う
な
ほ
っ
と
で
き
る
旅
館
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」

　

永
芳
閣
は「
ホ
テ
ル
海
光
」（
客
室
38
室
）
と「
旅
館
天
遊
」（
客

室
19
室
）
の
２
棟
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
78
年
竣
工
の
海
光
は

永

芳

閣

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
崎
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

▲エレベーター・5階ホールとかご室
かご室内は化粧シートのみを張り替え、光天井は既存のものをそのまま使用した。グ
レイの化粧シートが白い光天井とマッチしてシャープで清潔な印象を与える。

今
回
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
探
検
隊
が
向
か
っ
た
の
は
、
海
産
物
が
お
い
し
い
こ
と
で
有
名
な
富
山
県
氷
見
市
。
１
９
３
７

年
創
業
の
老
舗
旅
館
「
永
芳
閣
」
は
氷
見
の
魚
を
堪
能
で
き
る
宿
と
し
て
名
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
地
を
４
０
０
年
ぶ

り
の
大
地
震
が
襲
っ
た
の
は
３
月
25
日
だ
っ
た
。
地
震
時
管
制
運
転
装
置
を
装
備
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
い
た
永
芳
閣
は
、
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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平
田 

淑
江
氏

永
芳
閣

取
締
役

女
将

日
本
一
の
魚
が
食
べ
ら
れ
る
魚
め
ぐ
り
の
宿

　

能
登
半
島
の
玄
関
口
に
あ
り
富
山
湾
を
望
む
氷
見
市
は
、
寒

ブ
リ
を
は
じ
め
魚
が
お
い
し
い
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
氷
見
浜
の
魚
を
中
心
と
し
た
手
作
り
料
理
で
人
気
の
宿
が

「
永
芳
閣
」
だ
。
１
９
３
７
年
創
業
、
70
年
の
歴
史
を
持
つ
老

舗
旅
館
で
あ
る
。
３
代
目
女
将
の
平
田
淑
江
さ
ん
は
語
る
。

　
「
氷
見
の
魚
は
日
本
一
。
こ
こ
で
は
１
年
中
い
ろ
い
ろ
な
魚

が
楽
し
め
ま
す
。
そ
の
た
め
„
魚
め
ぐ
り
の
宿　

永
芳
閣“
と

名
付
け
た
の
で
す
。『
お
い
し
か
っ
た
、
来
て
よ
か
っ
た
』
と

思
え
る
よ
う
な
ほ
っ
と
で
き
る
旅
館
で
あ
り
た
い
で
す
ね
」

　

永
芳
閣
は「
ホ
テ
ル
海
光
」（
客
室
38
室
）
と「
旅
館
天
遊
」（
客

室
19
室
）
の
２
棟
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
78
年
竣
工
の
海
光
は

永

芳

閣

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
崎
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

５
階
建
て
で
、
お
客
さ
ま
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
２
台
あ
る
。

　

こ
の
２
台
の
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
た
の
が

２
０
０
４
年
12
月
の
こ
と
。
な
ぜ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
決
断
し

た
か
と
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
、
同
じ
年
の
10
月
に
新
潟
県
中
越

地
震
が
発
生
し
、
最
大
震
度
７
と
い
う
激
し
い
揺
れ
を
観
測
し

た
か
ら
だ
。
平
田
さ
ん
は「
永
芳
閣
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
思
っ
た
。

　
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
は
身
近
に
危
機
感
を
感
じ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
潟
県
中
越
地
震
で
は
い
く
ら
天
災

と
は
い
え
人
間
の
力
で
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て
お
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
平
田
さ
ん
は「
地
震
時
管
制
運
転
装
置
」
と「
停
電

時
自
動
着
床
装
置
」
の
導
入
を
最
優
先
し
、
制
御
盤
、
モ
ー
タ

ー
な
ど
を
交
換
す
る
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

宿
泊
施
設
の
根
本
は
安
心
と
安
全

　

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
、
今
年
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る

と
は
平
田
さ
ん
も
想
像
し
な
か
っ
た
ろ
う
。
３
月
25
日
午
前
９

時
42
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）
6
・
9
の
大
地
震
が
能
登

半
島
を
襲
っ
た
。
氷
見
市
の
隣
の
石
川
県
七
尾
市
で
は
最
大
震

度
６
強
を
記
録
。
Ｍ
７
ク
ラ
ス
の
地
震
は
過
去
４
０
０
年
間
、

こ
の
地
域
で
起
き
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
能
登
半

島
で
は
地
震
へ
の
警
戒
感
が
弱
く
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

　

氷
見
市
も
震
度
５
弱
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
が
、
幸
い
に
も
永

芳
閣
で
は
施
設
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
地
震
時
管
制
運
転
装
置
が
作
動
し
、
無
事
に

役
割
を
果
た
し
た
。
地
震
発
生
当
時
の
午
後
早
く
に
は
、
東
芝

エ
レ
ベ
ー
タ
も
永
芳
閣
に
駆
け
つ
け
て
運
転
を
復
旧
さ
せ
た
。

　
「
宿
泊
施
設
の
根
本
を
突
き
詰
め
た
と
き
、
や
は
り
安
心
と

安
全
は
最
優
先
す
る
べ
き
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
お
客
さ

ま
が
さ
り
げ
な
く
お
泊
ま
り
に
来
ら
れ
て
、
さ
り
げ
な
く
お
帰

り
い
た
だ
け
る
。
そ
れ
が
宿
と
し
て
の
最
低
限
の
機
能
だ
と
思

い
ま
す
」

▲かご操作盤
リニューアルによりユニバーサルデザイン対応となった。
ボタンの数字が立体的になっているため、視覚障害者のお
客さまでも触れることでボタンの内容が理解できる。

▲エレベーター・5階ホールとかご室
かご室内は化粧シートのみを張り替え、光天井は既存のものをそのまま使用した。グ
レイの化粧シートが白い光天井とマッチしてシャープで清潔な印象を与える。

▲エレベーター・本館 1階ホール
インジケーター、のりばドアなどはリニューアルせず従来のものを使用し
ている。

OWNER

MAKER

今
回
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
探
検
隊
が
向
か
っ
た
の
は
、
海
産
物
が
お
い
し
い
こ
と
で
有
名
な
富
山
県
氷
見
市
。
１
９
３
７

年
創
業
の
老
舗
旅
館
「
永
芳
閣
」
は
氷
見
の
魚
を
堪
能
で
き
る
宿
と
し
て
名
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
地
を
４
０
０
年
ぶ

り
の
大
地
震
が
襲
っ
た
の
は
３
月
25
日
だ
っ
た
。
地
震
時
管
制
運
転
装
置
を
装
備
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
い
た
永
芳
閣
は
、
地
震
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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永芳閣
1937年創業。初代は料理人だったため、天然の生け簀と呼ばれる富山湾の
魚が食べられる「魚めぐりの宿」として人気を呼ぶようになった。女将の平田
さんは自らブログも書いている。

■住所：富山県氷見市阿尾 3257　
■ TEL：0766-74-0700
■ URL：http://www.eihokaku.com/

　

平
田
さ
ん
は
エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
が
発
生
し
た
と

き
の
た
め
に
、
救
出
訓
練
も
受
け
て
い
る
。
閉
じ
込
め
か
ら
の

救
出
作
業
は
危
険
が
伴
う
た
め
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
緊
急

性
の
高
い
建
物
と
責
任
あ
る
立
場
の
管
理
職
に
し
か
訓
練
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
も
安
心
安
全
こ
そ
が
第
一
と
い
う
隠
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に

気
を
遣
う
平
田
さ
ん
の
姿
勢
の
現
れ
だ
。

　
「
安
全
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
１
回
や
っ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
間
が
毎
日
、
お
風
呂
に
入
っ

て
垢
を
落
と
す
よ
う
に
、
絶
え
ず
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

地
震
時
管
制
運
転
装
置
も
停
電
時
自
動
着
床
装
置
も
、
見
た

目
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、

宿
泊
客
の
安
全
に
心
を
砕
く
女
将
や
従
業
員
の
気
持
ち
は
き
っ

と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

建築の視点から見ると、エレベーターホールの表

情が１階と 2階、そして 5階で違うのは面白

いですね。2階の大広間に面したエレベーターホー

ルも興味深いです。また、かご室に目を移すと、今

回のリニューアルで張り替えた化粧シートがシャー

プでシンプルな印象を与えます。各階の案内などは

エレベーターホールに掲示し、かご内部はすっきり

とまとめています。天井はリニューアル前のものを

そのまま使用しているとのことですが、照明部分が

大きいため、かご全体が明るく見えます。かご内部

ですが、リニューアルに際して、操作盤はバリアフ

リー対応になっていますが、手すりなどの設備は追

加されていません。これは、お客さまの状況を細か

く把握し、仲居さんによる手厚いサポートが期待で

きる旅館ならではです。設備ではなく人の手でケア

することで、お客さまに対する細やかな心遣いを見

せられるとともに、手すりなどでかご室内を狭くす

ることなく、すっきりとしたかご室を十分に生かす

ことができます。こちらのエレベーターは 6人乗り

ということもあり、最近は、旅行にキャリーバッグ

を利用する人も多いので、かご室を広く活用できる

ことは大切なことだと考えます。

　今回のリニューアルの中心は地震時における安全

対策が中心だったとのことですが、このような制御

関係のリニューアルは目に見える効果が少ないため

後まわしにされがちです。安全を第一に考える女将

さんらしいリニューアルだと感じました。

　また、永芳閣では、アートイベント「Himming」

などをはじめ、積極的に社会性を持つイベントに参

加しているとのこと。全国から集まるお客さまに、

細やかな心遣いと氷見のおいしい魚、そして温かみ

のある旅館で、これからも癒しのひとときを提供し

てもらえたらと思います。（談）

シンプルな内装を生かす
旅館ならではのホスピタリティ

篠﨑隊長の
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模
の
建
物
に
は
、
必
ず
管
理
権
原

者
か
ら
選
任
さ
れ
た
防
火
管
理
者

を
置
く
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
い
ま
は
1
つ
の
建
物
に
多
く

の
テ
ナ
ン
ト
が
入
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
テ
ナ
ン

ト
各
社
に
防
火
管
理
者
を
置
い
て

い
た
だ
き
、
お
互
い
に
意
志
の
疎

通
を
図
る
た
め
、
管
理
権
原
者
同

士
で
共
同
防
火
管
理
協
議
会
を
設

置
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
は
、
建
物
の
規
模
に
応

じ
て
、
1
日
（
乙
種
）
か
２
日
（
甲

種
）
の
防
火
管
理
講
習
を
受
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
各
建
物
の

実
情
に
合
わ
せ
た
消
防
計
画
と
呼

ば
れ
る
防
火
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
、
訓
練
を
積
極
的
に
行
う
の

も
、
こ
の
防
火
管
理
者
の
仕
事
で

あ
る
。

最
近
の
防
災
に
対
す
る
考
え
方

　

最
近
で
は
地
震
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
対
策
を
盛
り
込
む
な
ど
、

自
衛
消
防
訓
練
に
対
す
る
考
え
方

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
瀬
尾
氏

は
言
う
。

　
「
現
在
の
建
物
は
不
燃
性
の
建

材
を
使
用
し
、
構
造
そ
の
も
の
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
火
災

発
生
率
と
い
う
点
で
は
こ
れ
ま
で

と
較
べ
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

最
近
の
訓
練
で
は
、
震
災
を
は
じ

め
と
す
る
大
規
模
な
災
害
を
想
定

し
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
人
命

の
危
険
も
増
え
ま
す
し
、
救
急
事

象
も
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
最

近
は
テ
ロ
に
よ
る
災
害
な
ど
を
視

野
に
入
れ
た
訓
練
も
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
新
し
い
形
の
災
害
に

備
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
社

会
福
祉
施
設
、
あ
る
い
は
事
業
所

な
ど
が
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
お
互
い
が
助
け

合
う
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
も
進

ん
で
い
る
。

　

難
し
い
の
は
、
共
同
住
宅
・
集

合
住
宅
の
訓
練
で
あ
る
。
学
校
や

会
社
組
織
と
は
異
な
り
、
個
々
人

の
集
ま
り
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、
な
か
な
か
住
民
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
定
規
模
の
集
合
住
宅

で
あ
れ
ば
、
や
は
り
防
火
管
理
者

の
存
在
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

と
瀬
尾
氏
は
述
べ
る
。

　
「
最
寄
り
の
消
防
署
に
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
地
震
体
験
車
や
訓

練
用
の
消
火
器
な
ど
を
用
い
た
訓

練
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
施
日
は
皆
さ
ん
が
で
き
る
だ
け

い
ら
っ
し
ゃ
る
土
曜
日
、
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。
特
に
集
合
住
宅
で
す
と
、
お

年
を
召
さ
れ
た
寝
た
き
り
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
の
辺
を
よ
く
把
握
し
て
も
ら
う

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

災
害
は
一
度
起
き
て
し
ま
え
ば
、

物
心
両
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
大

き
な
爪
痕
を
残
す
こ
と
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
「
備
え
あ
れ
ば
う
れ

い
な
し
」
と
ま
で
言
い
切
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
の
と
き
に
起

こ
る
で
あ
ろ
う
被
害
を
で
き
る
だ

け
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に

も
、
訓
練
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

消火訓練　　消火器や屋内消火栓の使い方などを訓練する

※多数の人が出入りする病院、百貨店、飲食店などでは、年2回以上の消火訓練と避難訓練が義務付けられている。

図１　自衛消防訓練の種類（提供：東京消防庁）

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
万
が
一
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
状

況
を
想
定
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
関
す
る
総
合
的
な
地
震
対
策

を
構
築
し
た
。

　

震
度
６
以
上
の
大
規
模
な
地
震
の
発

生
も
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
は
震
度
４
以

上
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド

災
害
対
策
本
部
」
に
加
え
、
震
度
５
以

上
の
地
震
を
よ
り
細
か
く
想
定
し
、
２

段
階
の
全
社
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
。
ま
た
、「
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
昇

降
機
保
守
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
新
開
発

し
、
復
旧
作
業
の
開
始
お
よ
び
終
了
時

間
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
携
帯
電
話
に

記
録
す
る
こ
と
で
、
地
震
発
生
時
の
復

旧
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
携
帯
電
話
を
活
用

す
る
こ
と
で
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
位
置
情
報
を
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
出
動
指
示
に
よ
り
災
害
時
で
も
効
率

的
な
復
旧
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
５
月
１２
日
に
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
約

４
６
０
０
名
に
よ
る
全
社
一
斉
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
今
回
の
訓
練
は
、
出
動
に

時
間
を
要
す
る
休
日
に
震
度
６
強
の
首
都

直
下
地
震
な
ら
び
に
全
国
各
地
で
震
度
６

弱
の
地
震
が
同
時
に
発
生
す
る
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
て
お
り
、
新
シ
ス
テ
ム
の
検

証
や
安
否
確
認
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
製
品
面
に
お
い
て
も
、
地
震

発
生
時
に
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る
緊

急
地
震
速
報
を
利
用
し
て
地
震
波
が
到

達
す
る
前
に
最
寄
階
へ
の
停
止
さ
せ
る

機
能
や
、「
リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
」「
緊

急
救
出
運
転
機
能
」、
早
期
復
旧
に
対
応

す
る
「
自
動
復
旧
運
転
機
能
」
な
ど
、

閉
じ
込
め
防
止
に
対
応
す
る
機
能
を
適
用

拡
大
し
て
い
る
。

　

特
に
、「
リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
」
に

つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
ま
で
に
は
同
社

保
守
台
数
の
う
ち
約
５０
％
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
改
修
工
事
な
ど
で
従
来
か
ら
あ
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
耐
震
性
能
が
向
上
で

き
る
。

連載●防災を科学する
防災と都市・交通

いつ起こるか分からない災害に対

しては、普段からの準備が大切で

ある。ここでは日常のなかでで

きる心構えといざ災害が起きた

際の対応のいくつかを紹介する。

日ごろから災害に
備えるには？

　

ま
ず
火
災
で
あ
る
が
、
そ

の
原
因
と
な
る
タ
バ
コ
は
必

ず
灰
皿
の
あ
る
喫
煙
場
所
で

吸
う
こ
と
、
吸
い
殻
は
水
に

つ
け
て
か
ら
消
す
。
電
気
の

コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
タ
コ

足
配
線
を
し
な
い
。
建
物
の

周
囲
は
整
理
整
頓
を
心
が
け
、

放
火
さ
れ
や
す
い
も
の
を
放

置
し
な
い
。
消
防
用
設
備
の

位
置
と
そ
の
使
い
方
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
。
避
難
経
路
、

避
難
器
具
、
防
火
戸
、
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
障
害
に
な
る

場
所
に
は
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
す
る
。
自
衛
消
防
隊
の

組
織
と
自
分
の
任
務
お
よ
び

自
分
の
な
す
べ
き
行
動
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
。
火
災
が

起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
ま
ず

大
き
な
声
で
周
り
に
知
ら
せ
、

次
い
で
１
１
９
番
、
防
災
セ
ン

タ
ー
へ
通
報
す
る
。
そ
し
て
近

く
の
消
火
器
で
消
火
を
行
う
が
、

火
災
が
拡
大
し
て
い
る
な
ど
危

険
を
感
じ
た
場
合
は
無
理
を
せ

ず
に
避
難
す
る
。
避
難
に
つ
い

て
は
、
普
段
か
ら
複
数
の
避
難

経
路
を
把
握
し
て
お
き
、
炎
や

煙
の
状
況
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、

安
全
な
経
路
を
選
ぶ
。

 

地
震
に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
カ

ー
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
類
は
普
段

か
ら
固
定
し
て
お
く
こ
と
。
備

蓄
品
、
救
助
用
資
器
材
は
そ

の
保
管
場
所
と
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
地

震
が
起
っ
た
ら
、
ま
ず
第
一

に
身
の
安
全
を
確
保
し
、
そ

の
後
火
の
始
末
を
行
う
。
慌

て
て
飛
び
出
す
と
か
え
っ
て

危
険
な
の
で
、
自
衛
消
防
隊

長
の
指
示
、
あ
る
い
は
あ
ら

か
じ
め
決
め
ら
れ
た
任
務
に

従
っ
て
行
動
す
る
な
ど
で
あ

る
。
帰
宅
に
関
し
て
は
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
交
通
機
関
の

情
報
を
集
め
る
こ
と
な
ど
が

重
要
に
な
る
。

防火・防災訓練のいま
防火・防災訓練というと以前は火災に対するものが主であったが、近年は阪神・淡路大震

災や新潟県中越地震などの被害であきらかなように、大規模な地震などの災害にも備え

る必要が出てきている。防災訓練の現状を東京消防庁の瀬尾弘孝消防司令に話を聞いた。

自
衛
消
防
訓
練
と
防
火
管
理
者

　

自
衛
消
防
訓
練
と
呼
ば
れ
る

現
在
の
よ
う
な
防
火
管
理
者
を
中

心
と
し
た
消
防
の
訓
練
が
始
ま
っ

た
の
は
、
消
防
法
の
制
定
さ
れ
た

1
9
4
8
年
か
ら
で
あ
る
。
当
時

は
戦
後
の
復
興
期
に
あ
た
り
、
あ

ち
こ
ち
に
ビ
ル
が
建
ち
始
め
、
火

事
へ
の
警
戒
か
ら
、
自
衛
消
防
の

必
要
性
が
問
わ
れ
出
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
一
方
、
人
々
の
頭
の
な

か
に
は
戦
時
下
で
の
空
襲
の
記
憶

も
な
ま
な
ま
し
く
、
火
事
に
対
す

る
意
識
も
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　

現
在
、
病
院
や
事
業
所
な
ど
、

大
き
な
建
物
に
は
必
ず
防
火
管
理

者
が
置
か
れ
て
い
る
。
東
京
消
防

庁
予
防
部
防
火
管
理
課
・
瀬
尾
弘

孝
消
防
司
令
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
消
防
法
８
条
で
は
、
一
定
規

▲携帯電話を活用した昇降機保守支援システムによるメンテナンス風景

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
総
合
的
な
地
震
対
策

通報訓練　　119番の通報要領、放送設備の使い方などを訓練する

避難訓練　　階段などの避難経路を使って、安全な場所までの避難・誘導を行う

総合訓練　　上記の訓練を、一連の流れで総合的に行う
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注：同社遠隔監視メンテナンス「スーパー TERM」の契約が必要となる。
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栗
田 

悟
氏

北
陸
支
店
富
山
営
業
所

所
長

小
林 

良
成
氏

北
陸
支
店

富
山
営
業
所
主
任

能
登
半
島
地
震
の
対
応
に

追
わ
れ
た
北
陸
支
店
富
山

営
業
所
に
、
永
芳
閣
で
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
経
緯
と
、

最
新
の
地
震
対
策
に
つ
い

て
聞
い
た
。

地
震
と
停
電
の
不
安
を
な
く
し
た
い

　

永
芳
閣
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
担
当
し
た
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
北
陸
支
店
富
山
営
業
所
の
小
林
良
成
氏
は
女

将
の
平
田
淑
江
さ
ん
が
５
年
ほ
ど
前
か
ら
停
電
時
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
こ
と
も
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。

　
「
５
年
ほ
ど
前
に
停
電
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
女
将
さ
ん
は
そ
の
と

き
か
ら
停
電
時
自
動
着
床
装
置
の
導
入
を
考
え
て

お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
お
客
さ
ま
第
一
で
、
と
に

か
く
不
安
材
料
を
な
く
し
た
い
と
い
う
お
話
を
う

か
が
っ
て
い
ま
し
た
」

　

も
と
も
と
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、
地
震
と
停
電

対
策
を
同
時
に
導
入
し
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　
「
も
う
１
つ
の
理
由
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
段
差

で
す
。
少
し
段
差
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
つ
ま
ず

い
て
お
客
さ
ま
が
転
ぶ
不
安
も
あ
り
ま
し
た
」
と

小
林
さ
ん
。

　

設
置
後
30
年
も
経
っ
て
い
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
手
入
れ
は
行
き
届
い
て
お
り
、
か
ご
室
も
き
れ
い

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
制
御
盤
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
を
交

換
す
る
最
小
限
の
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
か

ご
室
の
壁
面
シ
ー
ト
を
貼
る
こ
と
に
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
か
ご
室
内
に
は
館
内
案
内
図
な
ど

が
貼
っ
て
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
は
が
し
て
、
す

っ
き
り
と
さ
せ
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
宿
泊
客
が
い
る
中
で
、
２
台

同
時
に
行
う
わ
け
に
は
い
か
ず
、し
か
も
混
雑
す
る
土

日
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
１
台

目
を
２
０
０
４
年
12
月
６
〜
９
日
に
実
施
、
土
日

を
は
ず
し
て
、
２
台
目
を
13
〜
16
日
に
工
事
し
た
。

 

「
１
台
４
日
間
と
い
う
工
期
は
か
な
り
厳
し
く
、

毎
日
、
夜
の
10
時
頃
ま
で
工
事
を
行
い
ま
し
た
」

　

能
登
半
島
地
震
で
氷
見
市
に
お
い
て
は
同
社

製
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
複
数
台
停
止
状
態
に
な
っ
た

が
、
富
山
営
業
所
で
は
当
時
の
営
業
所
長
が
永
芳

閣
な
ど
現
場
に
駆
け
つ
け
、
午
後
の
早
い
時
間
に

運
転
を
復
旧
さ
せ
た
。
地
震
対
策
で
は
閉
じ
込
め
や

機
器
・
装
置
類
の
損
傷
防
止
だ
け
で
な
く
、
す
み

や
か
な
運
転
復
旧
も
重
要
だ
。

　
ま
ず
は
Ｐ
波
感
知
器
の
導
入
を

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
昨
年
７
月
に
は
業
界
に

先
が
け
て
地
震
時
管
制
運
転
中
に
安
全
装
置
が
作

動
後
、
復
帰
を
確
認
し
再
ス
タ
ー
ト
す
る
「
リ
ス

タ
ー
ト
運
転
機
能
」
や
、
地
震
に
よ
る
停
止
後
、

診
断
運
転
を
実
施
し
自
動
的
に
仮
復
旧
す
る
「
自

動
復
旧
運
転
装
置
」
な
ど
を
発
売
開
始
し
て
い
る
。

　

リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
は
２
０
０
８
年
ま
で
に

同
社
保
守
台
数
の
約
50
％
に
適
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
予
定
だ
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
時
に
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ

る
緊
急
地
震
速
報
を
利
用
し
、
あ
ら
か
じ
め
決
め

ら
れ
た
震
度
以
上
の
地
震
波
が
到
達
す
る
と
予
想

さ
れ
る
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
管
制
運
転
を
開

始
し
、
最
寄
階
に
停
止
さ
せ
る
「
緊
急
地
震
速
報

の
利
用
」
も
新
た
に
開
発
し
て
い
る
。

　

富
山
営
業
所
の
栗
田
悟
所
長
は
こ
う
語
る
。

 

「
最
新
機
種
で
は
リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
や
自
動
復

旧
運
転
機
能
（
注
）
が
す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
す
る
こ
と
で
こ
う
し

た
機
能
が
導
入
で
き
る
よ
う
に
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
」

　

さ
ら
に
、
同
社
で
は
「
携
帯
電
話
を
活
用
し
た

昇
降
機
保
守
支
援
シ
ス
テ
ム
」
も
開
発
し
た
。
こ
れ

は
復
旧
な
ど
の
作
業
ご
と
に
開
始
お
よ
び
終
了
時

間
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
て
携
帯
電
話
か
ら
記
録

し
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ
ン
タ
ー
で
情
報
を
一
元
管
理

し
て
迅
速
な
出
動
指
示
な
ど
を
実
現
す
る
シ
ス
テ

ム
だ
。
ま
た
、
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の

位
置
情
報
を
把
握
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
機
動
的
に
配
置
で
き
る
よ
う
な
指
示
・
サ
ポ
ー

ト
機
能
も
付
加
さ
れ
た
。
将
来
的
に
は
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
目
的
地
へ
す
み
や
か
に
移
動
で
き
る
よ
う
に

位
置
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
開
発
予
定
だ
。

　

こ
う
し
た
最
新
機
能
は
ま
す
ま
す
充
実
す
る
が
、

そ
の
前
に
「
地
震
対
策
と
し
て
は
地
震
時
管
制
運

転
装
置
に
加
え
て
、
ま
ず
は
Ｐ
波
感
知
器
を
導
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
栗
田
所
長
は
語
る
。
Ｐ

波
と
は
本
震
の
前
に
伝
わ
る
初
期
微
動
を
指
し
、

Ｐ
波
の
約
５
秒
後
に
本
震
が
来
る
。「
一
般
的
な
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
５
秒
程
度
あ
れ
ば
着
床
で
き
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
閉
じ
込
め
や
、
装
置
の
損
傷
を
防

ぐ
確
率
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
」
と
い
う
。
本
震
が

到
達
す
る
ま
で
の
５
秒
で
人
間
が
対
処
で
き
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
Ｐ
波
感
知
器
は
そ
の
５
秒
を
有

効
に
活
用
で
き
る
機
能
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

永芳閣
1937年創業。初代は料理人だったため、天然の生け簀と呼ばれる富山湾の
魚が食べられる「魚めぐりの宿」として人気を呼ぶようになった。女将の平田
さんは自らブログも書いている。

■住所：富山県氷見市阿尾 3257　
■ TEL：0766-74-0700
■ URL：http://www.eihokaku.com/

　

平
田
さ
ん
は
エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
が
発
生
し
た
と

き
の
た
め
に
、
救
出
訓
練
も
受
け
て
い
る
。
閉
じ
込
め
か
ら
の

救
出
作
業
は
危
険
が
伴
う
た
め
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
緊
急

性
の
高
い
建
物
と
責
任
あ
る
立
場
の
管
理
職
に
し
か
訓
練
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
も
安
心
安
全
こ
そ
が
第
一
と
い
う
隠
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に

気
を
遣
う
平
田
さ
ん
の
姿
勢
の
現
れ
だ
。

　
「
安
全
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
１
回
や
っ
た
ら
終
わ
り
と
い
う

も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
間
が
毎
日
、
お
風
呂
に
入
っ

て
垢
を
落
と
す
よ
う
に
、
絶
え
ず
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

地
震
時
管
制
運
転
装
置
も
停
電
時
自
動
着
床
装
置
も
、
見
た

目
に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、

宿
泊
客
の
安
全
に
心
を
砕
く
女
将
や
従
業
員
の
気
持
ち
は
き
っ

と
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

建築の視点から見ると、エレベーターホールの表

情が１階と 2階、そして 5階で違うのは面白

いですね。2階の大広間に面したエレベーターホー

ルも興味深いです。また、かご室に目を移すと、今

回のリニューアルで張り替えた化粧シートがシャー

プでシンプルな印象を与えます。各階の案内などは

エレベーターホールに掲示し、かご内部はすっきり

とまとめています。天井はリニューアル前のものを

そのまま使用しているとのことですが、照明部分が

大きいため、かご全体が明るく見えます。かご内部

ですが、リニューアルに際して、操作盤はバリアフ

リー対応になっていますが、手すりなどの設備は追

加されていません。これは、お客さまの状況を細か

く把握し、仲居さんによる手厚いサポートが期待で

きる旅館ならではです。設備ではなく人の手でケア

することで、お客さまに対する細やかな心遣いを見

せられるとともに、手すりなどでかご室内を狭くす

ることなく、すっきりとしたかご室を十分に生かす

ことができます。こちらのエレベーターは 6人乗り

ということもあり、最近は、旅行にキャリーバッグ

を利用する人も多いので、かご室を広く活用できる

ことは大切なことだと考えます。

　今回のリニューアルの中心は地震時における安全

対策が中心だったとのことですが、このような制御

関係のリニューアルは目に見える効果が少ないため

後まわしにされがちです。安全を第一に考える女将

さんらしいリニューアルだと感じました。

　また、永芳閣では、アートイベント「Himming」

などをはじめ、積極的に社会性を持つイベントに参

加しているとのこと。全国から集まるお客さまに、

細やかな心遣いと氷見のおいしい魚、そして温かみ

のある旅館で、これからも癒しのひとときを提供し

てもらえたらと思います。（談）

P O I N T

シンプルな内装を生かす
旅館ならではのホスピタリティ

OWNER

MAKER

篠﨑隊長の



　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
万
が
一
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
に
備
え
、
あ
ら
ゆ
る
状

況
を
想
定
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
に
関
す
る
総
合
的
な
地
震
対
策

を
構
築
し
た
。

　

震
度
６
以
上
の
大
規
模
な
地
震
の
発

生
も
想
定
し
、
こ
れ
ま
で
は
震
度
４
以

上
で
設
置
さ
れ
て
い
た
「
フ
ィ
ー
ル
ド

災
害
対
策
本
部
」
に
加
え
、
震
度
５
以

上
の
地
震
を
よ
り
細
か
く
想
定
し
、
２

段
階
の
全
社
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し

た
。
ま
た
、「
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
昇

降
機
保
守
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
新
開
発

し
、
復
旧
作
業
の
開
始
お
よ
び
終
了
時

間
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
り
携
帯
電
話
に

記
録
す
る
こ
と
で
、
地
震
発
生
時
の
復

旧
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
携
帯
電
話
を
活
用

す
る
こ
と
で
フ
ィ
ー
ル
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
位
置
情
報
を
よ
り
詳
細
に
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
ー
ル
を
活
用
し

た
出
動
指
示
に
よ
り
災
害
時
で
も
効
率

的
な
復
旧
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

今
年
の
５
月
１２
日
に
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー

タ
社
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
員
約

４
６
０
０
名
に
よ
る
全
社
一
斉
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
今
回
の
訓
練
は
、
出
動
に

時
間
を
要
す
る
休
日
に
震
度
６
強
の
首
都

直
下
地
震
な
ら
び
に
全
国
各
地
で
震
度
６

弱
の
地
震
が
同
時
に
発
生
す
る
と
い
う
想

定
で
行
わ
れ
て
お
り
、
新
シ
ス
テ
ム
の
検

証
や
安
否
確
認
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
製
品
面
に
お
い
て
も
、
地
震

発
生
時
に
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る
緊

急
地
震
速
報
を
利
用
し
て
地
震
波
が
到

達
す
る
前
に
最
寄
階
へ
の
停
止
さ
せ
る

機
能
や
、「
リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
」「
緊

急
救
出
運
転
機
能
」、
早
期
復
旧
に
対
応

す
る
「
自
動
復
旧
運
転
機
能
」
な
ど
、

閉
じ
込
め
防
止
に
対
応
す
る
機
能
を
適
用

拡
大
し
て
い
る
。

　

特
に
、「
リ
ス
タ
ー
ト
運
転
機
能
」
に

つ
い
て
は
、
２
０
０
８
年
ま
で
に
は
同
社

保
守
台
数
の
う
ち
約
５０
％
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
改
修
工
事
な
ど
で
従
来
か
ら
あ
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
耐
震
性
能
が
向
上
で

き
る
。

連載●防災を科学する
防災と都市・交通

防火・防災訓練のいま
防火・防災訓練というと以前は火災に対するものが主であったが、近年は阪神・淡路大震

災や新潟県中越地震などの被害であきらかなように、大規模な地震などの災害にも備え

る必要が出てきている。防災訓練の現状を東京消防庁の瀬尾弘孝消防司令に話を聞いた。

自
衛
消
防
訓
練
と
防
火
管
理
者

　

自
衛
消
防
訓
練
と
呼
ば
れ
る

現
在
の
よ
う
な
防
火
管
理
者
を
中

心
と
し
た
消
防
の
訓
練
が
始
ま
っ

た
の
は
、
消
防
法
の
制
定
さ
れ
た

1
9
4
8
年
か
ら
で
あ
る
。
当
時

は
戦
後
の
復
興
期
に
あ
た
り
、
あ

ち
こ
ち
に
ビ
ル
が
建
ち
始
め
、
火

事
へ
の
警
戒
か
ら
、
自
衛
消
防
の

必
要
性
が
問
わ
れ
出
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
一
方
、
人
々
の
頭
の
な

か
に
は
戦
時
下
で
の
空
襲
の
記
憶

も
な
ま
な
ま
し
く
、
火
事
に
対
す

る
意
識
も
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　

現
在
、
病
院
や
事
業
所
な
ど
、

大
き
な
建
物
に
は
必
ず
防
火
管
理

者
が
置
か
れ
て
い
る
。
東
京
消
防

庁
予
防
部
防
火
管
理
課
・
瀬
尾
弘

孝
消
防
司
令
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
消
防
法
８
条
で
は
、
一
定
規

▲携帯電話を活用した昇降機保守支援システムによるメンテナンス風景

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
総
合
的
な
地
震
対
策




